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７ 学くんと友子さんはＡ町とＣ町を往復します。

学くんは 6 時にＡ町を出発して時速 15km でＡ町から 20km 離れたＢ町へ向かいまし
はな

た。 学くんはＢ町に到着した後，休憩をしました。その後，速さを変え，8 時にＢ
とう けい

町を出発して，Ｂ町から 30km 離れたＣ町に 9 時に到着しました。Ｃ町で 1 時間休憩

をして，速さを変え，10 時にＣ町を出発し，Ｂ町を通過して 12 時にＡ町に到着しま

した。

友子さんは 6 時にＣ町を出発してＢ町で学くんと出会い，休憩することなくＢ町を

通過し，8 時 30 分にＡ町に到着し，用事を済ませました。その後速さを変え，Ａ町

を出発し，Ｂ町で学くんとすれ違い，Ｃ町に 12 時に到着しました。
ちが

下のグラフは学君の移動の様子を表したものです。また，友子さんの行きと帰りの

速さはそれぞれ一定であるものとしましす。

(1) 学くんはＢ町で何分間休憩しましたか。

(2) 学くんは友子さんが最初に出会った時刻を求めなさい。

(3) 友子さんがＡ町にいた時間を求めなさい。
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(1)

2 人の移動の様子は上図のようになる。

学くんはＡ町→Ｂ町に 20 ÷ 15 ＝ 時間＝ 1 時間 20 分かかったの

で，Ｂ町に着いたのは 6 時＋ 1 時間 20 分＝ 7 時 20 分。

よって，学くんはＢ町で 8 時－ 7 時 20 分＝ 40 分間 休憩しました。

(2) 友子さんはＣ町→Ａ町の 30 ＋ 20 ＝ 50km の移動に

8 時 30 分－ 6 時＝ 2 時間 30 分＝ 2.5 時間かかったので，この間の速さは

50 ÷ 2.5 ＝ 20km/時。

よって，Ｃ町→Ｂ町に 30 ÷ 20 ＝ 1.5 時間＝ 1 時間 30 分かかったので，

友子さんがＢ町に着いたのは 6 時＋ 1 時間 30 分＝ 7 時 30 分で，

このとき学くんと最初に出会った。

よって，学くんと友子さんが最初に出会ったのは 7 時 30 分 です。

(3) 学くんの帰り(Ｃ町→Ａ町)に 12 － 10 ＝ 2 時間かかったので，

帰りの速さは 50 ÷ 2 ＝ 25km/時。

よって，Ｃ町→Ｂ町に 30 ÷ 25 ＝ ＝ 時間＝ 1 時間 12 分かかったので，

帰りにＢ町に着いたのは 10 時＋ 1 時間 12 分＝ 11 時 12 分。

このとき，友子さんはＢ町で学くんと出会って，12 時にＣ町に着いてので

12 時－ 11 時 12 分＝ 48 分で 30km 進んだことになる。
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よって，友子さんの帰り(Ａ町→Ｃ町)の速さは 30 ÷ ＝ 30 × ＝ km/時

なので，Ａ町→Ｃ町にかかった時間は

50 ÷ 時間＝ 1 時間 20 分。

したがって，友子さんがＡ町を出発した時刻は

12 時－ 1 時間 20 分＝ 10 時 40 分なので，

友子さんがＡ町にいた時間は

10 時 40 分－ 8 時 30 分＝ 2 時間 10 分 です。
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